
10

20

JP 2022-155347 A 2022.10.13

(19)日本国特許庁(JP) (12)公開特許公報(A) (11)公開番号　　
特開2022-155347
(P2022-155347A)

(43)公開日　令和4年10月13日(2022.10.13)

(54)【発明の名称】　電気かみそり

(51)国際特許分類
　   Ｂ２６Ｂ 19/04 (2006.01)

ＦＩ
　Ｂ２６Ｂ 19/04 　　　Ｐ 　　　

(21)出願番号　 特願2021-58792(P2021-58792)
(22)出願日　 令和3年3月30日(2021.3.30)

(71)出願人　 314012076
パナソニックＩＰマネジメント株式会社
大阪府大阪市中央区城見２丁目１番６１ 
号

(74)代理人　 100109210
弁理士　新居  広守

(74)代理人　 100137235
弁理士　寺谷  英作

(74)代理人　 100131417
弁理士　道坂  伸一

(72)発明者　 橋本  俊治
大阪府門真市大字門真１００６番地  パ 
ナソニック株式会社内

(72)発明者　 小森  俊介
大阪府門真市大字門真１００６番地  パ 

最終頁に続く

テーマコード（参考）
　３Ｃ０５６

(57)【要約】
【課題】ブロック化された外刃と内刃とを支持する支持 
枠を、スムーズに取り外すことができる電気かみそりを 
提供する。
【解決手段】電気かみそり１００は、ユーザにより把持 
される本体部１０と、外刃（スリット刃３１１、メッシ 
ュ刃３２１）及び当該外刃の内方に配置され外刃に対し 
て摺動する内刃３１２、３２２を備えた刃ブロック３０ 
を有するヘッド部２０とを備えている。ヘッド部２０は 
、基台２７と、刃ブロック３０を浮沈自在に支持する支 
持枠２５と、支持枠に保持されるケース部２１と、支持 
枠２５またはケース部２１を基台２７に係止するフック 
部２６と、支持枠２５に対して、基台２７から離れる方 
向に付勢する押上部材２８と、を備えている。
【選択図】図５

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全14頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ユ ー ザ に よ り 把 持 さ れ る 本 体 部 と 、
　 外 刃 及 び 当 該 外 刃 の 内 側 に 配 置 さ れ 前 記 外 刃 に 対 し て 摺 動 す る 内 刃 を 備 え た 刃 ブ ロ ッ ク  
を 有 す る ヘ ッ ド 部 と 、 を 備 え 、
　 前 記 ヘ ッ ド 部 は 、
　 基 台 と 、
　 前 記 刃 ブ ロ ッ ク を 浮 沈 自 在 に 支 持 す る 支 持 枠 と 、
　 前 記 支 持 枠 に 保 持 さ れ る ケ ー ス 部 と 、
　 前 記 支 持 枠 ま た は 前 記 ケ ー ス 部 を 前 記 基 台 に 係 止 す る フ ッ ク 部 と 、
　 前 記 支 持 枠 に 対 し て 、 前 記 基 台 か ら 離 れ る 方 向 に 付 勢 す る 押 上 部 材 と 、 を 備 え る
　 電 気 か み そ り 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ヘ ッ ド 部 に は 、 モ ー タ か ら の 動 力 を 前 記 内 刃 に 伝 達 す る た め 、 当 該 内 刃 に 連 結 さ れ  
る 連 結 部 材 が 、 前 記 内 刃 に お け る 摺 動 方 向 に 交 差 す る 方 向 に 沿 っ て 延 在 し 、 前 記 基 台 か ら  
突 出 し て 設 け ら れ て い る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 か み そ り 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 押 上 部 材 は 、 前 記 連 結 部 材 の 延 在 方 向 に 沿 う 付 勢 力 を 前 記 支 持 枠 に 付 与 す る
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 気 か み そ り 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 支 持 枠 は 、
　 前 記 刃 ブ ロ ッ ク を 保 持 す る 平 面 視 矩 形 状 の 枠 本 体 を 有 し 、
　 前 記 押 上 部 材 は 、 平 面 視 に お け る 前 記 枠 本 体 の 各 角 部 に 対 応 す る 位 置 に 設 け ら れ て い る
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 気 か み そ り 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 基 台 及 び 前 記 支 持 枠 の 一 方 に は 、 前 記 押 上 部 材 に よ る 付 勢 方 向 に 沿 っ て 延 設 さ れ た  
溝 部 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 基 台 及 び 前 記 支 持 枠 の 他 方 に は 、 前 記 溝 部 に よ り 案 内 さ れ る 突 起 が 形 成 さ れ て い る
　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 気 か み そ り 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 気 か み そ り に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 電 気 か み そ り に お い て は 、 ユ ー ザ に よ り 把 握 さ れ る 本 体 と 、 本 体 に 対 し て 着 脱 自  
在 に 取 り 付 け ら れ た 外 刃 と 、 外 刃 の 内 方 に 配 置 さ れ 、 当 該 外 刃 に 対 し て 摺 動 す る 内 刃 と が  
設 け ら れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 内 刃 は 、 弾 性 体 に よ っ て 外 刃 に 向 け て 付 勢 さ  
れ て お り 、 摺 動 時 に 常 に 内 刃 が 内 刃 に 対 し て 押 し 付 け ら れ た 状 態 を 維 持 す る よ う に な っ て  
い る 。 こ の 付 勢 力 は 、 外 刃 を 本 体 か ら 取 り 外 す 際 に も 内 刃 か ら 外 刃 に 作 用 し て い る た め に  
、 ス ム ー ズ に 外 刃 を 取 り 外 す こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ２ ９ ９ ２ ６ ２ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 近 年 で は 、 外 刃 と 内 刃 と が ブ ロ ッ ク 化 さ れ て 、 ヘ ッ ド 部 内 の 支 持 枠 で 浮 沈 自 在 に 支 持 さ  
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れ た 電 気 か み そ り も 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 電 気 か み そ り の 場 合 、 一 つ の ブ ロ ッ ク 内 で  
内 刃 が 外 刃 に 対 し て 付 勢 さ れ て い る 。 こ の た め 、 支 持 枠 を ヘ ッ ド 部 か ら 取 り 外 す 際 に は 、  
内 刃 に 対 す る 付 勢 力 を 支 持 枠 に 作 用 さ せ る こ と が で き ず 、 支 持 枠 を ス ム ー ズ に 取 り 外 す こ  
と が 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 ブ ロ ッ ク 化 さ れ た 外 刃 と 内 刃 と を 支 持 す る 支 持 枠 を 、 ス ム ー ズ に 取  
り 外 す こ と が で き る 電 気 か み そ り を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 電 気 か み そ り は 、 ユ ー ザ に よ り 把 持 さ  
れ る 本 体 部 と 、 外 刃 及 び 当 該 外 刃 の 内 側 に 配 置 さ れ 外 刃 に 対 し て 摺 動 す る 内 刃 を 備 え た 刃  
ブ ロ ッ ク を 有 す る ヘ ッ ド 部 と 、 を 備 え 、 ヘ ッ ド 部 は 、 基 台 と 、 刃 ブ ロ ッ ク を 浮 沈 自 在 に 支  
持 す る 支 持 枠 と 、 支 持 枠 を 覆 う ケ ー ス 部 と 、 支 持 枠 ま た は ケ ー ス 部 を 基 台 に 係 止 す る フ ッ  
ク 部 と 、 支 持 枠 に 対 し て 、 基 台 か ら 離 れ る 方 向 に 付 勢 す る 押 上 部 材 と 、 を 備 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 電 気 か み そ り に よ れ ば 、 ブ ロ ッ ク 化 さ れ た 外 刃 と 内 刃 と を 支 持 す る 支 持 枠  
を 、 ス ム ー ズ に 取 り 外 す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 に 係 る 電 気 か み そ り の 概 略 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 に 係 る ヘ ッ ド 部 及 び ヘ ッ ド 支 持 部 の 各 フ ロ ー ト 部 を 示 す 模 式 図 で あ る  
。
【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 に 係 る ヘ ッ ド 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 の 形 態 に 係 る ヘ ッ ド 部 に お い て 、 上 部 ケ ー ス 部 を 取 り 外 し た 状 態 を 示 す 斜 視  
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 の 形 態 に 係 る ヘ ッ ド 部 に お い て 、 基 台 か ら 支 持 枠 を 取 り 外 し た 状 態 を 示 す 分  
解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 の 形 態 に 係 る 一 対 の 溝 部 と 、 一 対 の 突 起 と を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 電 気 か み そ り の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。  
な お 、 以 下 の 実 施 の 形 態 は 、 本 発 明 を 説 明 す る た め に 一 例 を 挙 示 す る も の で あ り 、 本 発 明  
を 限 定 す る 主 旨 で は な い 。 例 え ば 、 以 下 の 実 施 の 形 態 に お い て 示 さ れ る 形 状 、 構 造 、 材 料  
、 構 成 要 素 、 相 対 的 位 置 関 係 、 接 続 状 態 、 数 値 、 数 式 、 方 法 に お け る 各 段 階 の 内 容 、 各 段  
階 の 順 序 な ど は 、 一 例 で あ り 、 以 下 に 記 載 さ れ て い な い 内 容 を 含 む 場 合 が あ る 。 ま た 、 平  
行 、 直 交 な ど の 幾 何 学 的 な 表 現 を 用 い る 場 合 が あ る が 、 こ れ ら の 表 現 は 、 数 学 的 な 厳 密 さ  
を 示 す も の で は な く 、 実 質 的 に 許 容 さ れ る 誤 差 、 ず れ な ど が 含 ま れ る 。 ま た 、 同 時 、 同 一  
な ど の 表 現 も 、 実 質 的 に 許 容 さ れ る 範 囲 を 含 ん で い る 。 ま た 、 図 面 は 、 本 発 明 を 説 明 す る  
た め に 適 宜 強 調 、 省 略 、 ま た は 比 率 の 調 整 を 行 っ た 模 式 的 な 図 と な っ て お り 、 実 際 の 形 状  
、 位 置 関 係 及 び 比 率 と は 異 な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 以 下 で は 複 数 の 発 明 を 一 つ の 実 施 の 形 態 と し て 包 括 的 に 説 明 す る 場 合 が あ る 。 ま  
た 、 以 下 に 記 載 す る 内 容 の 一 部 は 、 本 発 明 に 関 す る 任 意 の 構 成 要 素 と し て 説 明 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ 電 気 か み そ り の 構 成 ）
　 図 １ は 、 電 気 か み そ り を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 な お 、 電 気 か み そ り １ ０ ０ は 、 エ ッ ジ は ア  
ー ル 面 取 り が な さ れ 、 滑 り 止 め 用 の 凹 凸 な ど が 設 け ら れ る 部 分 が 存 在 す る が 、 こ れ ら の 図  
示 は 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 図 １ に 示 す よ う に 、 電 気 か み そ り １ は 、 電 気 か み そ り １ を 構 成 す る 複 数 の 要 素 を 備 え る  
本 体 部 １ ０ と 、 毛 を 剃 る 機 能 を 備 え る ヘ ッ ド 部 ２ ０ と 、 本 体 部 １ ０ と ヘ ッ ド 部 ２ ０ と を 繋  
げ る ヘ ッ ド 支 持 部 ５ ０ と を 備 え て い る 。 本 体 部 １ ０ は 、 ユ ー ザ に よ り 把 握 さ れ る グ リ ッ プ  
１ １ と 、 本 体 部 １ ０ の 電 源 の オ ン 及 び オ フ を 切 り 替 え る 電 源 ス イ ッ チ １ ２ と 、 ヘ ッ ド 部 ２  
０ に 内 蔵 さ れ た 駆 動 源 （ 図 示 省 略 ） に 電 力 を 供 給 す る 電 力 供 給 部 （ 図 示 省 略 ） を 備 え て い  
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ は 、 実 施 の 形 態 に 係 る ヘ ッ ド 部 ２ ０ 及 び ヘ ッ ド 支 持 部 ５ ０ の 各 フ ロ ー ト 部 を 示 す 模  
式 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 ヘ ッ ド 支 持 部 ５ ０ は 、 本 体 部 １ ０ に 対 し て ヘ ッ ド 部 ２ ０  
を 浮 沈 自 在 に 支 持 す る た め 、 ヘ ッ ド フ ロ ー ト 部 ５ １ を 有 し て い る 。 ヘ ッ ド フ ロ ー ト 部 ５ １  
は 、 ヘ ッ ド 部 ２ ０ に 対 し て 本 体 部 １ ０ か ら 浮 く 方 向 （ 離 れ る 方 向 ） へ 付 勢 力 を 付 与 す る 、  
例 え ば バ ネ ま た は ゴ ム な ど の 弾 性 体 ５ ２ を 有 し て い る 。 ヘ ッ ド フ ロ ー ト 部 ５ １ は 、 ヘ ッ ド  
部 ２ ０ が 外 力 を 受 け て い な い 場 合 に は ヘ ッ ド 部 ２ ０ を 本 体 部 １ ０ か ら 最 も 浮 か せ た 状 態 で  
維 持 し て い る 。 ヘ ッ ド 部 ２ ０ が 外 力 を 受 け る と 、 ヘ ッ ド フ ロ ー ト 部 ５ １ で は 弾 性 体 ５ ２ が  
収 縮 す る の で 、 ヘ ッ ド 部 ２ ０ が 本 体 部 １ ０ に 向 け て 沈 降 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ヘ ッ ド 部 ２ ０ は 、 外 観 を 構 成 す る ケ ー ス 部 ２ １ と 、 複 数 の 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ と 、 刃 フ ロ ー  
ト 部 ４ ０ と 、 駆 動 源 と を 備 え て い る 。 駆 動 源 は 、 例 え ば リ ニ ア モ ー タ で あ り 、 伝 達 機 構 ６  
０ （ 図 ５ 参 照 ） を 介 し て 各 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ に 連 結 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 駆 動 源 か ら の  
動 力 が 伝 達 機 構 ６ ０ を 介 し て 各 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ に 伝 達 さ れ 、 各 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ が 動 作 す る  
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ケ ー ス 部 ２ １ は 、 刃 フ ロ ー ト 部 ４ ０ と 、 駆 動 源 と を 収 容 す る と と も に 、 複 数 の 刃 ブ ロ ッ  
ク ３ ０ を 支 持 す る 部 位 で あ る 。 ケ ー ス 部 ２ １ は 、 刃 フ ロ ー ト 部 ４ ０ 及 び 複 数 の 刃 ブ ロ ッ ク  
３ ０ が 配 置 さ れ る 上 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ａ と 、 駆 動 源 を 収 容 す る 下 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ｂ と を 備 え  
る 。 上 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ａ の 上 面 か ら は 、 各 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ の 上 端 部 が 突 出 し て い る 。 上 部  
ケ ー ス 部 ２ １ Ａ 及 び 下 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ｂ が 結 合 さ れ る こ と に よ り ケ ー ス 部 ２ １ が 構 成 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 複 数 の 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ は 、 そ れ ぞ れ の 延 在 方 向 が Ｙ 軸 方 向 に 平 行 に な る よ う 配 置 さ れ て  
い る 。 複 数 の 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ は 、 ス リ ッ ト 刃 ブ ロ ッ ク ３ １ と 、 メ ッ シ ュ 刃 ブ ロ ッ ク ３ ２ と  
を 含 ん で い る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 複 数 の 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ は 、 ２ つ の ス リ ッ ト 刃 ブ ロ ッ ク  
３ １ と 、 ４ つ の メ ッ シ ュ 刃 ブ ロ ッ ク ３ ２ と を 含 ん で い る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 ２ つ の ス リ  
ッ ト 刃 ブ ロ ッ ク ３ １ は 、 Ｘ 軸 方 向 に 所 定 の 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ て い る 。 本 実 施 の 形 態 で  
は 、 各 ス リ ッ ト 刃 ブ ロ ッ ク ３ １ に お い て Ｘ 軸 方 向 の 両 側 方 に 一 つ ず つ メ ッ シ ュ 刃 ブ ロ ッ ク  
３ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 言 い 換 え る と 、 複 数 の 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ は 、 Ｘ 軸 方 向 に 沿 っ て 、 メ  
ッ シ ュ 刃 ブ ロ ッ ク ３ ２ 、 ス リ ッ ト 刃 ブ ロ ッ ク ３ １ 、 メ ッ シ ュ 刃 ブ ロ ッ ク ３ ２ 、 メ ッ シ ュ 刃  
ブ ロ ッ ク ３ ２ 、 ス リ ッ ト 刃 ブ ロ ッ ク ３ １ 、 メ ッ シ ュ 刃 ブ ロ ッ ク ３ ２ の 順 に 配 置 さ れ て い る  
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ス リ ッ ト 刃 ブ ロ ッ ク ３ １ は 、 メ ッ シ ュ 刃 ブ ロ ッ ク ３ ２ で 剃 り に く い 長 く 伸 び た 毛 を 切 断  
す る た め の 部 位 で あ る 。 ス リ ッ ト 刃 ブ ロ ッ ク ３ １ は 、 外 刃 と し て ス リ ッ ト 刃 ３ １ １ と 、 内  
刃 ３ １ ２ と を 有 し て い る 。 ス リ ッ ト 刃 ３ １ １ は 、 Ｙ 軸 方 向 に 長 尺 状 、 か つ 、 Ｙ 軸 方 向 視 で  
逆 Ｕ 字 状 の 部 材 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 ス リ ッ ト 刃 ３ １ １ の 上 面 に お い て Ｘ 軸 方 向 の  
両 端 部 に は 、 Ｘ 軸 方 向 に 延 設 さ れ た 複 数 の ス リ ッ ト ３ １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 複 数 の ス リ  
ッ ト ３ １ ３ は 、 Ｙ 軸 方 向 に 沿 っ て 並 ん で お り 、 ス リ ッ ト ３ １ ３ 同 士 の 間 の 部 位 が 刃 と し て  
機 能 す る 。 ス リ ッ ト 刃 ３ １ １ に お い て 上 部 開 口 部 の 高 さ 方 向 の 大 き さ は 、 後 述 す る メ ッ シ  
ュ 刃 ３ ２ １ よ り も 大 き く 形 成 さ れ て い る の で 、 メ ッ シ ュ 刃 ブ ロ ッ ク ３ ２ が 導 入 す る 毛 よ り  
も 長 い 毛 を 導 入 し 、 切 断 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】



10

20

30

40

50

JP 2022-155347 A 2022.10.13(5)

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 内 刃 ３ １ ２ は 、 ス リ ッ ト 刃 ３ １ １ の 内 方 に 配 置 さ れ て お り 、 ス リ ッ  
ト 刃 ３ １ １ の 内 面 に 対 し て 摺 動 す る こ と に よ り 、 各 ス リ ッ ト ３ １ ３ に 入 り 込 ん だ 毛 を 各 ス  
リ ッ ト ３ １ ３ 同 士 の 間 の 部 位 と の 間 で 切 断 す る 部 材 で あ る 。 内 刃 ３ １ ２ の 形 状 や 動 作 態 様  
は 、 ス リ ッ ト 刃 ３ １ １ と の 関 係 で 定 め ら れ る も の で あ り 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 本  
実 施 の 形 態 の 場 合 、 内 刃 ３ １ ２ の 形 状 は 、 ス リ ッ ト 刃 ３ １ １ の 内 面 形 状 に 合 致 し た ブ レ ー  
ド を 複 数 枚 、 ス リ ッ ト 刃 ３ １ １ の 延 在 方 向 （ 図 中 Ｙ 軸 方 向 ） に 並 べ て 配 置 さ れ た 形 状 で あ  
る 。 内 刃 ３ １ ２ に は 、 伝 達 機 構 ６ ０ を 介 し て 駆 動 源 の 動 力 が 伝 達 さ れ る よ う に な っ て い る  
。 内 刃 ３ １ ２ は 、 伝 達 機 構 ６ ０ を 介 し て 伝 達 さ れ た 駆 動 源 か ら の 動 力 に よ っ て 、 ス リ ッ ト  
刃 ３ １ １ の 延 在 方 向 に 沿 っ て 往 復 動 す る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 各 ス リ ッ ト ３ １ ３ に 入  
り 込 ん だ 毛 を ス リ ッ ト ３ １ ３ 同 士 の 間 の 部 位 と 内 刃 ３ １ ２ の ブ レ ー ド と の 間 で 挟 ん で 切 断  
す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 メ ッ シ ュ 刃 ブ ロ ッ ク ３ ２ は 、 ス リ ッ ト 刃 ３ １ １ よ り も 短 く 毛 を 切 断 す る た め の 部 位 で あ  
る 。 メ ッ シ ュ 刃 ブ ロ ッ ク ３ ２ は 、 外 刃 と し て メ ッ シ ュ 刃 ３ ２ １ と 、 内 刃 ３ ２ ２ と を 有 し て  
い る 。 メ ッ シ ュ 刃 ３ ２ １ は 、 Ｙ 軸 方 向 に 長 尺 状 、 か つ 、 Ｙ 軸 方 向 視 で 逆 Ｕ 字 状 の 部 材 で あ  
り 、 Ｙ 方 向 断 面 に て そ の 上 面 が 凸 状 に 湾 曲 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 メ ッ シ ュ 刃 ３ ２ １  
は 、 ス リ ッ ト 刃 ３ １ １ の 上 面 の 肉 厚 よ り も 厚 み の 薄 い 部 材 で あ る 。 メ ッ シ ュ 刃 ３ ２ １ は 、  
多 数 の 孔 が 設 け ら れ た 薄 板 を 湾 曲 さ せ た ネ ッ ト 刃 で あ り 、 短 い 毛 を 根 元 か ら 剃 る 深 剃 り の  
機 能 を 担 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 内 刃 ３ ２ ２ は 、 メ ッ シ ュ 刃 ３ ２ １ の 内 方 に 配 置 さ れ て お り 、 メ ッ シ ュ 刃 ３ ２ １ の 内 面 に  
対 し て 摺 動 す る こ と に よ り 、 メ ッ シ ュ 刃 ３ ２ １ の 各 孔 に 入 り 込 ん だ 毛 を 各 孔 と の 間 で 切 断  
す る 部 材 で あ る 。 内 刃 ３ ２ ２ の 形 状 や 動 作 態 様 は 、 メ ッ シ ュ 刃 ３ ２ １ と の 関 係 で 定 め ら れ  
る も の で あ り 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 本 実 施 の 形 態 の 場 合 、 内 刃 ３ ２ ２ の 形 状 は 、  
メ ッ シ ュ 刃 ３ ２ １ の 内 面 形 状 に 合 致 し た ブ レ ー ド を 複 数 枚 、 メ ッ シ ュ 刃 ３ ２ １ の 延 在 方 向  
（ 図 中 Ｙ 軸 方 向 ） に 並 べ て 配 置 さ れ た 形 状 で あ る 。 内 刃 ３ ２ ２ に は 、 伝 達 機 構 ６ ０ を 介 し  
て 駆 動 源 の 動 力 が 伝 達 さ れ る よ う に な っ て い る 。 内 刃 ３ ２ ２ は 、 伝 達 機 構 ６ ０ を 介 し て 伝  
達 さ れ た 駆 動 源 か ら の 動 力 に よ っ て 、 メ ッ シ ュ 刃 ３ ２ １ の 延 在 方 向 に 沿 っ て 往 復 動 す る も  
の で あ る 。 こ れ に よ り 、 メ ッ シ ュ 刃 ３ ２ １ の 各 孔 に 入 り 込 ん だ 毛 を 各 孔 と 内 刃 ３ １ ２ の ブ  
レ ー ド と の 間 で 挟 ん で 切 断 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 刃 フ ロ ー ト 部 ４ ０ は 、 各 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ を ケ ー ス 部 ２ １ に 対 し て 浮 沈 自 在 と す る 部 位 で  
あ る 。 刃 フ ロ ー ト 部 ４ ０ は 、 各 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ に 対 し て 個 別 に ケ ー ス 部 ２ １ か ら 浮 く 方 向  
（ 離 れ る 方 向 ） へ 付 勢 力 を 付 与 す る 、 例 え ば バ ネ ま た は ゴ ム な ど の 複 数 の 弾 性 体 ４ ２ を 有  
し て い る 。 具 体 的 に は 、 弾 性 体 ４ ２ は 、 各 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ に 対 し て 設 け ら れ て い る の で 、  
各 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ を 個 別 に 付 勢 で き る よ う に な っ て い る 。 各 弾 性 体 ４ ２ は 、 各 刃 ブ ロ ッ ク  
３ ０ の 内 刃 ３ １ ２ 、 ３ ２ ２ の 動 作 を 制 限 せ ず に 、 各 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ を 付 勢 す る 構 造 で あ れ  
ば よ い 。 刃 フ ロ ー ト 部 ４ ０ は 、 各 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ が 外 力 を 受 け て い な い 場 合 に は 、 各 刃 ブ  
ロ ッ ク ３ ０ を ケ ー ス 部 ２ １ か ら 最 も 浮 か せ た 状 態 で 維 持 し て い る 。 各 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ が ケ  
ー ス 部 ２ １ に 沈 む 方 向 （ 近 づ く 方 向 ） に 外 力 を 受 け る と 、 刃 フ ロ ー ト 部 ４ ０ で は 各 弾 性 体  
４ ２ が 収 縮 す る の で 、 各 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ が ケ ー ス 部 ２ １ に 向 け て 沈 降 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ ヘ ッ ド 部 の 具 体 的 構 成 ）
　 次 に 、 ヘ ッ ド 部 ２ ０ の 具 体 的 構 成 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 ３ は 、 実 施 の 形 態 に 係 る  
ヘ ッ ド 部 ２ ０ の 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ は 、 実 施 の 形 態 に 係 る ヘ ッ ド 部 ２ ０ に お い て 、 上 部 ケ  
ー ス 部 ２ １ Ａ を 取 り 外 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ５ は 、 実 施 の 形 態 に 係 る ヘ ッ ド 部  
２ ０ に お い て 、 基 台 ２ ７ か ら 支 持 枠 ２ ５ を 取 り 外 し た 状 態 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 ヘ ッ ド 部 ２ ０ に お い て 下 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ｂ に は 、 Ｙ 軸 方 向 の  
両 端 面 に ボ タ ン ２ １ １ が 設 け ら れ て い る 。 各 ボ タ ン ２ １ １ は 、 ユ ー ザ に よ り 押 さ れ る こ と  
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で 、 後 述 す る フ ッ ク 部 ２ ６ を 動 作 さ せ る 部 位 で あ る 。 各 ボ タ ン ２ １ １ は 、 下 部 ケ ー ス 部 ２  
１ Ｂ の 外 方 に 向 け て 付 勢 さ れ た 状 態 で 、 当 該 下 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ｂ の 内 方 に 向 け て 沈 む よ う  
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 下 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ｂ に は 、 支 持 枠 ２ ５ を 着 脱 自 在 に 保 持 す る 基 台 ２  
７ が 設 け ら れ て い る 。 基 台 ２ ７ は 、 平 面 視 （ Ｚ 軸 方 向 視 ） で 矩 形 状 に 形 成 さ れ て い て 、 下  
部 ケ ー ス 部 ２ １ Ｂ に 収 容 さ れ て い る 。 基 台 ２ ７ の 中 央 部 に は 、 Ｘ 軸 方 向 に 並 ん だ 一 対 の 開  
口 ２ ７ １ が 形 成 さ れ て い る 。 各 開 口 ２ ７ １ か ら は 伝 達 機 構 ６ ０ の 一 部 で あ る 伝 達 部 材 ６ １  
が 突 出 し て い る 。 各 伝 達 部 材 ６ １ に は 、 ３ つ の ピ ン 状 の 連 結 部 材 ６ ２ 、 ６ ３ 、 ６ ４ が Ｘ 軸  
方 向 に 沿 っ て 配 列 さ れ て お り 、 各 ピ ン 状 の 連 結 部 材 ６ ２ 、 ６ ３ 、 ６ ４ が Ｚ 軸 方 向 に 沿 っ て  
延 在 し 、 基 台 ２ ７ か ら 突 出 し て い る 。 つ ま り 、 各 ピ ン 状 の 連 結 部 材 ６ ２ 、 ６ ３ 、 ６ ４ は 、  
内 刃 ３ １ ２ 、 ３ ２ ２ の 摺 動 方 向 （ Ｙ 軸 方 向 ） に 交 差 す る 方 向 に 延 在 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ３ つ の 連 結 部 材 ６ ２ 、 ６ ３ 、 ６ ４ の う ち 、 Ｘ 軸 方 向 の 両 端 部 に 位 置 す る 連 結 部 材 ６ ２ 、  
６ ４ に は 、 メ ッ シ ュ 刃 ブ ロ ッ ク ３ ２ の 内 刃 ３ ２ ２ が 装 着 さ れ る 。 ま た 、 ３ つ の 連 結 部 材 ６  
２ 、 ６ ３ 、 ６ ４ の う ち 、 Ｙ 軸 方 向 の 中 央 部 に 位 置 す る 連 結 部 材 ６ ３ に は 、 ス リ ッ ト 刃 ブ ロ  
ッ ク ３ １ の 内 刃 ３ １ ２ が 装 着 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 各 内 刃 ３ １ ２ 、 ３ ２ ２ の 底 面 側 に は 、  
Ｚ 軸 方 向 に 延 設 さ れ た 取 り 付 け 穴 （ 図 示 省 略 ） が 形 成 さ れ て い る 。 各 内 刃 ３ １ ２ 、 ３ ２ ２  
の 取 り 付 け 穴 に 対 し て 、 各 ピ ン 状 の 連 結 部 材 ６ ２ 、 ６ ３ 、 ６ ４ を Ｚ 軸 マ イ ナ ス 方 向 か ら 挿  
入 す る こ と で 、 各 ピ ン 状 の 連 結 部 材 ６ ２ 、 ６ ３ 、 ６ ４ に 各 内 刃 ３ １ ２ 、 ３ ２ ２ が 装 着 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 基 台 ２ ７ に お い て Ｙ 軸 方 向 の 両 端 部 に は 、 フ ッ ク 部 ２ ６ が 配 置 さ れ て い る 。 フ ッ  
ク 部 ２ ６ は 、 下 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ｂ に 備 わ る ボ タ ン ２ １ １ と 一 体 的 に 設 け ら れ て お り 、 そ の  
上 端 部 に は 外 方 に 向 け て 突 出 し た 爪 部 ２ ６ １ が 形 成 さ れ て い る 。 図 ３ ～ 図 ５ に お い て は 、  
Ｙ 軸 マ イ ナ ス 方 向 の フ ッ ク 部 ２ ６ の み が 図 示 さ れ て お り 、 こ の フ ッ ク 部 ２ ６ の 爪 部 ２ ６ １  
は 、 Ｙ 軸 マ イ ナ ス 方 向 （ 外 方 ） に 向 け て 突 出 し て い る 。 他 方 、 図 示 は し て い な い が 、 Ｙ 軸  
プ ラ ス 方 向 の フ ッ ク 部 ２ ６ は 、 爪 部 ２ ６ １ が Ｙ 軸 プ ラ ス 方 向 （ 外 方 ） に 向 け て 突 出 し て い  
る 。 各 フ ッ ク 部 ２ ６ の 爪 部 ２ ６ １ は 、 上 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ａ に 備 わ る 被 係 止 部 （ 図 示 省 略 ）  
を 係 止 す る こ と で 、 当 該 上 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ａ と そ れ に 保 持 さ れ た 支 持 枠 ２ ５ を 基 台 ２ ７ に  
固 定 し て い る 。 ま た 、 フ ッ ク 部 ２ ６ は 、 ボ タ ン ２ １ １ が ユ ー ザ に よ り 押 さ れ る と 下 部 ケ ー  
ス 部 ２ １ Ｂ の 内 方 に 向 け て 移 動 す る 。 こ れ に よ り 、 フ ッ ク 部 ２ ６ の 爪 部 ２ ６ １ が 、 上 部 ケ  
ー ス 部 ２ １ Ａ に 備 わ る 被 係 止 部 か ら 退 避 し て 、 当 該 上 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ａ と そ れ に 保 持 さ れ  
た 支 持 枠 ２ ５ に 対 す る 係 止 を 解 除 す る 。 こ の 解 除 に よ っ て 、 上 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ａ と そ れ に  
保 持 さ れ た 支 持 枠 ２ ５ は 、 基 台 ２ ７ か ら 取 外 し 可 能 な 状 態 と な る 。 一 方 、 ユ ー ザ が ボ タ ン  
２ １ １ に 対 す る 押 圧 を や め る と 、 ボ タ ン ２ １ １ が 付 勢 力 に よ り 元 の 位 置 へ 戻 る た め 、 フ ッ  
ク 部 ２ ６ も 元 の 位 置 へ 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 基 台 ２ ７ の Ｙ 軸 方 向 の 両 端 部 で あ っ て 各 フ ッ ク 部 ２ ６ よ り も Ｙ 軸 方 向 の 内 方 に は  
、 上 方 （ Ｚ 軸 プ ラ ス 方 向 ） に 向 け て 突 出 し た 一 対 の ガ イ ド 凸 部 ２ ７ ４ が 設 け ら れ て い る 。  
各 ガ イ ド 凸 部 ２ ７ ４ は 、 支 持 枠 ２ ５ に お け る Ｚ 軸 方 向 の 移 動 を 案 内 す る 部 位 で あ る 。 各 ガ  
イ ド 凸 部 ２ ７ ４ は 、 先 細 り の 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 各 ガ イ ド 凸 部 ２ ７ ４ は  
、 Ｚ 軸 プ ラ ス 方 向 に 進 む に つ れ て 、 Ｙ 軸 方 向 及 び Ｘ 軸 方 向 の そ れ ぞ れ の 幅 が 狭 く な る 形 状  
と な っ て い る 。 ま た 、 各 ガ イ ド 凸 部 ２ ７ ４ の Ｘ 軸 方 向 の 中 央 部 に は 、 Ｚ 軸 プ ラ ス 方 向 の 端  
部 が 開 放 さ れ て Ｙ 軸 方 向 に 沿 う 切 欠 ２ ７ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 切 欠 ２ ７ ５ に お い て Ｙ 軸 方  
向 の 延 長 線 上 に は 、 各 フ ッ ク 部 ２ ６ の 爪 部 ２ ６ １ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 各 ガ イ ド 凸 部 ２ ７ ４ に お い て Ｙ 軸 方 向 で 内 方 の 面 ２ ７ ６ は 、 Ｘ Ｚ 平 面 に 平 行 な 平 面 に 形  
成 さ れ て い る 。 こ の 面 ２ ７ ６ に は 、 Ｚ 軸 方 向 に 沿 っ て 延 在 す る 一 対 の 突 起 ２ ７ ７ が 切 欠 ２  
７ ５ を 挟 む よ う に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 図 ５ に お い て は 、 Ｙ 軸 マ イ ナ ス 方 向 の ガ イ ド 凸  



10

20

30

40

50

JP 2022-155347 A 2022.10.13(7)

部 ２ ７ ４ の 面 ２ ７ ６ が 図 示 さ れ て い な い が 、 こ の 面 ２ ７ ６ に お い て も 一 対 の 突 起 ２ ７ ７ が  
形 成 さ れ て い る 。 こ の 一 対 の 突 起 ２ ７ ７ は 支 持 枠 ２ ５ に お け る Ｚ 軸 方 向 の 移 動 を ガ イ ド す  
る 部 位 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 基 台 ２ ７ に お い て 、 平 面 視 （ Ｚ 軸 方 向 視 ） し た 場 合 に お け る 各 角 部 に は 、 Ｚ 軸 プ  
ラ ス 方 向 に 突 出 し た 押 上 部 材 ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。 各 押 上 部 材 ２ ８ は 、 円 柱 状 の 部 材 で  
あ り 、 基 台 ２ ７ の 上 面 か ら Ｚ 軸 方 向 に 出 没 自 在 に 設 け ら れ て い る 。 各 押 上 部 材 ２ ８ は 、 基  
台 ２ ７ の 内 方 に 設 け ら れ た バ ネ 部 材 （ 図 示 省 略 ） に よ っ て Ｚ 軸 プ ラ ス 方 向 に 向 け た 付 勢 力  
が 常 に 付 与 さ れ た 状 態 と な っ て い る 。 こ の 付 勢 力 に よ っ て 各 押 上 部 材 ２ ８ は 支 持 枠 ２ ５ を  
基 台 ２ ７ か ら 離 れ る 方 向 に 付 勢 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 支 持 枠 ２ ５ は 、 刃 フ ロ ー ト 部 ４ ０ 及 び 複 数 の 刃 ブ ロ ッ ク ３  
０ を 一 体 的 に 保 持 し た 状 態 で 基 台 ２ ７ に 着 脱 さ れ る 部 材 で あ る 。 具 体 的 に は 、 支 持 枠 ２ ５  
は 、 枠 本 体 ２ ５ １ と 、 一 対 の 突 出 部 ２ ５ ５ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 枠 本 体 ２ ５ １ は 、 刃 フ ロ ー ト 部 ４ ０ を 保 持 す る と と も に 、 各 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ を 浮 沈 方 向  
に 移 動 自 在 に 保 持 す る 部 位 で あ る 。 枠 本 体 ２ ５ １ は 、 平 面 視 （ Ｚ 軸 方 向 視 ） で 矩 形 状 に 形  
成 さ れ て い る 。 支 持 枠 ２ ５ が 基 台 ２ ７ に 取 り 付 け ら れ る と 、 当 該 枠 本 体 ２ ５ １ に お け る 各  
角 部 が 、 基 台 ２ ７ の 各 押 上 部 材 ２ ８ に 当 接 し 、 各 押 上 部 材 ２ ８ を 押 し 下 げ る こ と に な る 。  
つ ま り 、 支 持 枠 ２ ５ が 基 台 ２ ７ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で は 、 枠 本 体 ２ ５ １ の 各 角 部 は 各 押  
上 部 材 ２ ８ か ら の 付 勢 力 を 受 け 続 け る こ と に な る 。 図 ４ で は 、 各 押 上 部 材 ２ ８ が 枠 本 体 ２  
５ １ の 各 角 部 か ら は み 出 し て い る 形 態 を 例 示 し て い る が 、 各 押 上 部 材 ２ ８ は Ｚ 軸 方 向 視 で  
枠 本 体 ２ ５ １ 内 に 収 め ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 枠 本 体 ２ ５ １ に お い て Ｙ 軸 方 向 の 両 端 面 ２ ５ ２ に は 、 Ｚ 軸 方 向 に 沿 っ て 延 在 す る  
一 対 の 溝 部 ２ ５ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 図 ５ に お い て は 、 Ｙ 軸 プ ラ ス 方 向 の 端 面 ２ ５  
２ が 図 示 さ れ て い な い が 、 こ の 端 面 ２ ５ ２ に お い て も 一 対 の 溝 部 ２ ５ ３ が 形 成 さ れ て い る  
。 こ の 一 対 の 溝 部 ２ ５ ３ は 、 支 持 枠 ２ ５ の 一 対 の 突 起 ２ ７ ７ が 挿 入 さ れ て 、 こ れ ら の 突 起  
２ ７ ７ に よ り ガ イ ド さ れ る 部 位 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ６ は 、 実 施 の 形 態 に 係 る 一 対 の 溝 部 ２ ５ ３ と 、 一 対 の 突 起 ２ ７ ７ と を 示 す 模 式 図 で あ  
る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 各 溝 部 ２ ５ ３ は 、 Ｚ 軸 マ イ ナ ス 方 向 の 端 部 が 開 放 さ れ て い る 。 こ  
の 各 溝 部 ２ ５ ３ の 開 放 端 部 は 、 Ｚ 軸 マ イ ナ ス 方 向 に 進 む に つ れ て 幅 が 広 く な る 形 状 と な っ  
て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 各 溝 部 ２ ５ ３ の 開 放 端 部 は 、 Ｘ 軸 方 向 の 内 方 の 縁 辺 が Ｚ 軸 方 向  
に 沿 っ て 形 成 さ れ て お り 、 Ｘ 軸 方 向 の 外 方 の 縁 辺 が Ｚ 軸 方 向 に 対 し 傾 斜 状 に 形 成 さ れ て い  
る 。 各 溝 部 ２ ５ ３ が こ の よ う な 形 状 で あ る の で 、 各 突 起 ２ ７ ７ を 各 溝 部 ２ ５ ３ に 対 し て ス  
ム ー ズ に 挿 入 す る こ と が で き る 。 ま た 、 各 溝 部 ２ ５ ３ の 開 放 端 部 で は Ｘ 軸 方 向 の 内 方 の 縁  
辺 が Ｚ 軸 方 向 に 沿 っ て い る の で 、 着 脱 時 に ガ イ ド す る 距 離 を で き る だ け 長 く す る こ と も 可  
能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 一 対 の 突 出 部 ２ ５ ５ は 、 枠 本 体 ２ ５ １ の Ｙ 軸 方 向 両 端 部 か  
ら 外 方 に 向 け て 突 出 し た 部 位 で あ る 。 な お 、 図 ５ に お い て は 、 枠 本 体 ２ ５ １ の Ｙ 軸 プ ラ ス  
方 向 の 端 部 が 図 示 さ れ て い な い が 、 こ の 端 部 に お い て も 突 出 部 ２ ５ ５ が 設 け ら れ て い る 。  
各 突 出 部 ２ ５ ５ は 、 枠 状 部 ２ ５ ６ と 、 補 強 部 ２ ５ ７ と 、 被 係 止 部 ２ ５ ８ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 枠 状 部 ２ ５ ６ は 、 Ｘ 軸 方 向 に 長 尺 な 開 口 部 ２ ５ ９ を 形 成 す る よ う に 、 枠 本 体 ２ ５ １ の Ｙ  
軸 方 向 の 端 部 か ら 延 び た 枠 体 で あ る 。 ま た 、 補 強 部 ２ ５ ７ は 、 枠 状 部 ２ ５ ６ に お け る Ｘ 軸  
方 向 の 中 央 部 と 、 枠 本 体 ２ ５ １ の Ｙ 軸 方 向 の 端 部 と を 連 結 す る 部 位 で あ る 。 こ の 補 強 部 ２  
５ ７ に よ っ て 、 枠 状 部 ２ ５ ６ が 補 強 さ れ て い る 。 ま た 、 枠 状 部 ２ ５ ６ に よ り 形 成 さ れ た 開  
口 部 ２ ５ ９ 内 に は 、 基 台 ２ ７ の ガ イ ド 凸 部 ２ ７ ４ が 挿 入 さ れ る 。 前 述 し た よ う に ガ イ ド 凸  
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部 ２ ７ ４ が 先 細 り 形 状 で あ る の で 、 当 該 ガ イ ド 凸 部 ２ ７ ４ を 容 易 に 開 口 部 ２ ５ ９ 内 に 挿 入  
す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 開 口 部 ２ ５ ９ が ガ イ ド 凸 部 ２ ７ ４ の 基 端 部 に 向 か う 際 に は  
、 当 該 開 口 部 ２ ５ ９ が ガ イ ド 凸 部 ２ ７ ４ に 嵌 り こ む こ と と な り 、 Ｘ 軸 方 向 及 び Ｙ 軸 方 向 の  
そ れ ぞ れ で 支 持 枠 ２ ５ が 位 置 合 わ せ さ れ る 。 ま た 、 ガ イ ド 凸 部 ２ ７ ４ の 切 欠 ２ ７ ５ に は 、  
補 強 部 ２ ５ ７ が 収 容 さ れ る （ 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 被 係 止 部 ２ ５ ８ は 、 枠 状 部 ２ ５ ６ に お い て Ｘ 軸 方 向 の 中 央 部 か ら 外 方 に 向 け て 突 出 し た  
部 位 で あ る 。 被 係 止 部 ２ ５ ８ は 平 面 視 Ｕ 字 状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 開 口 の 両 側 方 に は 、  
上 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ａ が 係 止 さ れ る 一 対 の フ ッ ク ２ ５ ８ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 爪 部 ２ ６ １ が  
被 係 止 部 ２ ５ ８ の 開 口 を 介 し て 上 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ａ を 係 止 す る と 、 一 対 の フ ッ ク ２ ５ ８ ａ  
に 上 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ａ が 係 止 さ れ た 状 態 で 支 持 枠 ２ ５ が 基 台 ２ ７ に 固 定 さ れ る 。 こ の よ う  
に 爪 部 ２ ６ １ が 上 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ａ を 係 止 し て い る の で 、 枠 本 体 ２ ５ １ の 各 角 部 が 各 押 上  
部 材 ２ ８ か ら の 付 勢 力 を 受 け て い る と し て も 、 支 持 枠 ２ ５ が 基 台 ２ ７ に 固 定 さ れ た 状 態 を  
維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ 支 持 枠 の 着 脱 動 作 ）
　 次 に 、 支 持 枠 ２ ５ の 着 脱 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 最 初 に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 支 持 枠 ２  
５ が 基 台 ２ ７ か ら 取 り 外 さ れ た 状 態 か ら 基 台 ２ ７ に 取 り 付 け る 際 の 各 部 の 動 作 に つ い て 説  
明 す る 。 ま ず 、 ユ ー ザ は 支 持 枠 ２ ５ が 保 持 さ れ た 上 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ａ を 掴 み 、 基 台 ２ ７ に  
近 づ け る 。 こ の と き 、 ユ ー ザ は 各 枠 状 部 ２ ５ ６ の 開 口 部 ２ ５ ９ 内 に 各 ガ イ ド 凸 部 ２ ７ ４ を  
挿 入 す る 。 こ れ に よ り 、 開 口 部 ２ ５ ９ が ガ イ ド 凸 部 ２ ７ ４ の 基 端 部 に 向 か い 、 補 強 部 ２ ５  
７ も ガ イ ド 凸 部 ２ ７ ４ の 切 欠 ２ ７ ５ に 収 容 さ れ る 。 こ の 移 動 時 に お い て は 、 開 口 部 ２ ５ ９  
が ガ イ ド 凸 部 ２ ７ ４ に 徐 々 に 嵌 り こ む こ と と な り 、 支 持 枠 ２ ５ が Ｘ 軸 方 向 及 び Ｙ 軸 方 向 の  
そ れ ぞ れ で 位 置 合 わ せ さ れ る 。 こ の た め 、 枠 本 体 ２ ５ １ の 各 溝 部 ２ ５ ３ と 、 ガ イ ド 凸 部 ２  
７ ４ の 各 突 起 ２ ７ ７ と が 位 置 合 わ せ さ れ た り 、 各 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ と 各 連 結 部 材 ６ ２ 、 ６ ３  
、 ６ ４ と が 位 置 合 わ せ さ れ た り 、 上 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ａ の 被 係 止 部 と 爪 部 ２ ６ １ と が 位 置 合  
わ せ さ れ た り す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 さ ら に 、 ユ ー ザ に よ り 支 持 枠 ２ ５ が 基 台 ２ ７ に 押 し 付 け ら れ る と 、 各 溝 部 ２ ５ ３ が 支 持  
枠 ２ ５ の 各 突 起 ２ ７ ７ に ガ イ ド さ れ な が ら 、 支 持 枠 ２ ５ が 基 台 ２ ７ に 近 づ く 。 こ れ に 伴 い  
、 枠 本 体 ２ ５ １ の 各 角 部 が 各 押 上 部 材 ２ ８ を 押 し 下 げ る と と も に 、 上 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ａ の  
被 係 止 部 が フ ッ ク 部 ２ ６ の 爪 部 ２ ６ １ を 乗 り 越 え 、 当 該 爪 部 ２ ６ １ に よ り 係 止 さ れ る 。 こ  
れ に よ り 、 上 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ａ と そ れ に 保 持 さ れ た 支 持 枠 ２ ５ が 基 台 ２ ７ に 固 定 さ れ る 。  
前 述 し た よ う に 固 定 時 に お い て は 、 枠 本 体 ２ ５ １ の 各 角 部 が 各 押 上 部 材 ２ ８ か ら の 付 勢 力  
を 常 に 受 け て い る 。 こ こ で 、 フ ッ ク 部 ２ ６ の 爪 部 ２ ６ １ が 上 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ａ の 被 係 止 部  
を 係 止 し て い な い 場 合 に お い て は 、 支 持 枠 ２ ５ は 各 押 上 部 材 ２ ８ の 付 勢 力 に よ っ て 基 台 ２  
７ か ら 浮 き 上 が っ た ま ま と な る 。 こ の た め 、 ユ ー ザ は 一 見 し て 支 持 枠 ２ ５ が 正 規 に 取 り 付  
け ら れ て い な い こ と を 把 握 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 支 持 枠 ２ ５ を 基 台 ２ ７ か ら 取 り 外 す 際 の 各 部 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ユ ー ザ は  
、 各 ボ タ ン ２ １ １ を 押 す こ と で フ ッ ク 部 ２ ６ を 動 作 さ せ て 、 爪 部 ２ ６ １ に よ る 上 部 ケ ー ス  
部 ２ １ Ａ の 被 係 止 部 へ の 係 止 を 解 除 す る 。 こ れ に よ り 、 支 持 枠 ２ ５ 全 体 の 規 制 が 解 除 さ れ  
る の で 、 各 押 上 部 材 ２ ８ か ら の 付 勢 力 を 受 け て 上 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ａ と そ れ に 保 持 さ れ た 支  
持 枠 ２ ５ が 上 昇 し 基 台 ２ ７ か ら 離 れ る 方 向 （ Ｚ 軸 プ ラ ス 方 向 ） に 移 動 す る 。 こ の 移 動 時 に  
お い て も 、 各 溝 部 ２ ５ ３ が 、 支 持 枠 ２ ５ の 各 突 起 ２ ７ ７ に ガ イ ド さ れ て い る の で 、 各 刃 ブ  
ロ ッ ク ３ ０ と 各 ピ ン 状 の 連 結 部 材 ６ ２ 、 ６ ３ 、 ６ ４ と が 位 置 合 わ せ さ れ た 状 態 を 維 持 し な  
が ら 支 持 枠 ２ ５ が 上 昇 す る 。 こ の た め 、 取 り 外 し 時 に お い て 各 ピ ン 状 の 連 結 部 材 ６ ２ 、 ６  
３ 、 ６ ４ が 受 け る 負 荷 が 抑 制 さ れ て い る 。 そ の 後 、 支 持 枠 ２ ５ が 基 台 ２ ７ か ら 浮 い た ま ま  
と な っ て い る の で 、 ユ ー ザ は 上 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ａ を 掴 ん で 、 基 台 ２ ７ か ら 取 り 外 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 （ 効 果 な ど ）
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 電 気 か み そ り １ ０ ０ は 、 ユ ー ザ に よ り 把 持 さ れ る 本  
体 部 １ ０ と 、 外 刃 （ ス リ ッ ト 刃 ３ １ １ 、 メ ッ シ ュ 刃 ３ ２ １ ） 及 び 当 該 外 刃 の 内 方 に 配 置 さ  
れ 外 刃 に 対 し て 摺 動 す る 内 刃 ３ １ ２ 、 ３ ２ ２ を 備 え た 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ を 有 す る ヘ ッ ド 部 ２  
０ と を 備 え て い る 。 ヘ ッ ド 部 ２ ０ は 、 基 台 ２ ７ と 、 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ を 浮 沈 自 在 に 支 持 す る  
支 持 枠 ２ ５ と 、 支 持 枠 ２ ５ に 保 持 さ れ る 上 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ａ と 、 支 持 枠 ２ ５ を 基 台 ２ ７ に  
係 止 す る フ ッ ク 部 ２ ６ と 、 支 持 枠 ２ ５ に 対 し て 、 基 台 ２ ７ か ら 離 れ る 方 向 に 付 勢 す る 押 上  
部 材 ２ ８ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ を 浮 沈 自 在 に 支 持 す る 支 持 枠 ２ ５ が 、 押 上 部 材 ２ ８ に よ  
っ て 基 台 ２ ７ か ら 離 れ る 方 向 に 付 勢 さ れ て い る の で 、 フ ッ ク 部 ２ ６ に よ る 係 止 が 解 除 さ れ  
れ ば 、 押 上 部 材 ２ ８ か ら 受 け る 付 勢 力 に よ り 支 持 枠 ２ ５ が 基 台 ２ ７ か ら 離 れ る 。 し た が っ  
て 、 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ を 支 持 す る 支 持 枠 ２ ５ と 、 支 持 枠 ２ ５ に 保 持 さ れ た 上 部 ケ ー ス 部 ２ ５  
と を 、 ス ム ー ズ に 取 り 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 一 方 、 支 持 枠 ２ ５ の 取 り 付 け 時 に お い て は 、 フ ッ ク 部 ２ ６ の 爪 部 ２ ６ １ が 、 上 部 ケ ー ス  
部 ２ １ Ａ の 被 係 止 部 を 正 確 に 係 止 し な い こ と も 想 定 さ れ る 。 こ の 場 合 、 支 持 枠 ２ ５ は 各 押  
上 部 材 ２ ８ の 付 勢 力 に よ っ て 基 台 ２ ７ か ら 浮 き 上 が っ た ま ま と な る の で 、 支 持 枠 ２ ５ 及 び  
上 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ａ が 正 規 に 取 り 付 け ら れ て い な い こ と を ユ ー ザ に 把 握 さ せ る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 ヘ ッ ド 部 ２ ０ に は 、 モ ー タ か ら の 動 力 を 内 刃 ３ １ ２ 、 ３ ２ ２ に 伝 達 す る た め 、 当  
該 内 刃 ３ １ ２ 、 ３ ２ ２ に 連 結 さ れ る 連 結 部 材 ６ ２ 、 ６ ３ 、 ６ ４ が 、 内 刃 ３ １ ２ 、 ３ ２ ２ に  
お け る 摺 動 方 向 に 交 差 す る 方 向 に 沿 っ て 延 在 し 、 基 台 ２ ７ か ら 突 出 し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 基 台 ２ ７ か ら 突 出 し た 状 態 で 内 刃 ３ １ ２ 、 ３ ２ ２ に 連 結 さ れ る 連 結 部 材  
６ ２ 、 ６ ３ 、 ６ ４ を 有 す る 電 気 か み そ り １ ０ ０ に お い て も 、 支 持 枠 ２ ５ を ス ム ー ズ に 取 り  
外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 押 上 部 材 ２ ８ は 、 連 結 部 材 ６ ２ 、 ６ ３ 、 ６ ４ の 延 在 方 向 に 沿 う 付 勢 力 を 支 持 枠 ２  
５ に 付 与 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 連 結 部 材 ６ ２ 、 ６ ３ 、 ６ ４ の 延 在 方 向 に 沿 う 付 勢 力 を 押 上 部 材 ２ ８ が 支  
持 枠 ２ ５ に 付 勢 し て い る の で 、 当 該 付 勢 力 に よ っ て 支 持 枠 ２ ５ が 基 台 ２ ７ か ら 離 れ る 際 に  
、 支 持 枠 ２ ５ が 連 結 部 材 ６ ２ 、 ６ ３ 、 ６ ４ に 沿 っ て ス ム ー ズ に 移 動 す る こ と に な る 。 し た  
が っ て 、 連 結 部 材 ６ ２ 、 ６ ３ 、 ６ ４ が 受 け る 負 荷 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 支 持 枠 ２ ５ は 、 刃 ブ ロ ッ ク ３ ０ を 保 持 す る 平 面 視 矩 形 状 の 枠 本 体 ２ ５ １ を 有 し て  
い る 。 押 上 部 材 ２ ８ は 、 平 面 視 に お け る 枠 本 体 ２ ５ １ の 各 角 部 に 対 応 す る 位 置 に 設 け ら れ  
て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 枠 本 体 ２ ５ １ の 各 角 部 に 対 応 す る 位 置 に 各 押 上 部 材 ２ ８ が 設 け ら れ て い  
る の で 、 各 押 上 部 材 ２ ８ が 支 持 枠 ２ ５ を バ ラ ン ス よ く 付 勢 す る こ と が で き る 。 し た が っ て  
、 支 持 枠 ２ ５ を 安 定 し て 基 台 ２ ７ か ら 離 れ る 方 向 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 支 持 枠 ２ ５ に は 、 押 上 部 材 ２ ８ に よ る 付 勢 方 向 に 沿 っ て 延 設 さ れ た 溝 部 ２ ５ ３ が  
形 成 さ れ て お り 、 基 台 ２ ７ に は 、 溝 部 ２ ５ ３ に よ り 案 内 さ れ る 突 起 ２ ７ ７ が 形 成 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 支 持 枠 ２ ５ を 基 台 ２ ７ に 着 脱 す る 際 に お い て は 、 溝 部 ２ ５ ３ が 突 起 ２ ７  
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７ に ガ イ ド さ れ る の で 、 支 持 枠 ２ ５ を ス ム ー ズ に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、  
着 脱 時 に お け る 支 持 枠 ２ ５ の 負 荷 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 （ そ の 他 ）
　 以 上 、 本 発 明 に 係 る 電 気 か み そ り に つ い て 、 上 記 実 施 の 形 態 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本  
発 明 は 、 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 例 え ば 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 各 連 結 部 材 ６ ２ 、 ６ ３ 、 ６ ４ は ピ ン 状 で あ る 場 合 を 例 示  
し た 。 し か し な が ら 各 連 結 部 材 ６ ２ 、 ６ ３ 、 ６ ４ は 角 柱 状 で あ っ て も よ い 。 ま た 各 連 結 部  
材 ６ ２ 、 ６ ３ 、 ６ ４ は 伝 達 部 材 ６ １ に 対 し 一 体 で 形 成 さ れ て も よ い し 、 各 連 結 部 材 ６ ２ 、  
６ ３ 、 ６ ４ を 個 別 に 形 成 し て 伝 達 部 材 ６ １ に 固 定 す る こ と で 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 各 ガ イ ド 凸 部 ２ ７ ４ の Ｙ 軸 方 向 で 内 方 の 面 ２ ７ ６ に Ｚ 軸 方  
向 に 沿 っ て 延 在 し て 設 け ら れ た 突 起 ２ ７ ７ の 数 が 一 対 で あ る 場 合 を 例 示 し た 。 し か し な が  
ら 突 起 ２ ７ ７ の 数 は 、 一 対 以 外 に １ 個 以 上 の い ず れ の 個 数 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 各 押 上 部 材 ２ ８ は 円 柱 状 の 部 材 で あ る 場 合 を 示 し た 。 し か  
し な が ら 各 押 上 部 材 ２ ８ は 円 柱 以 外 の 角 柱 状 、 円 錐 台 、 角 錐 台 等 の 形 状 で あ っ て も よ い 。  
ま た 、 各 押 上 部 材 ２ ８ は 、 そ れ ぞ れ 個 別 に 異 な る 形 状 で あ っ て も よ い 。 い ず れ の 形 状 の 押  
上 部 材 ２ ８ で あ っ て も 、 枠 本 体 ２ ５ １ を 押 し 上 げ る こ と が 可 能 と な る 形 状 で あ る と よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 枠 本 体 ２ ５ １ が 平 面 視 矩 形 状 で あ る 場 合 を 例 示 し た 。 し か  
し な が ら 枠 本 体 ２ ５ １ は 、 矩 形 以 外 の 多 角 形 状 で あ っ て も よ い 。 い ず れ の 多 角 形 状 の 枠 本  
体 ２ ５ １ で あ っ て も 、 枠 本 体 ２ ５ １ の 各 角 部 に 対 応 し た 位 置 に 押 上 部 材 ２ ８ が 設 け ら れ て  
い る と よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 押 上 部 材 ２ ８ の 位 置 は 、 矩 形 状 の 枠 本 体 ２ ５ １ の 直 線 部 分 を 押 し 上 げ る 位 置 で あ  
っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 押 上 部 材 ２ ８ に よ る 付 勢 方 向 に 沿 っ て 延 設 さ れ た 溝 部 ２ ５  
３ が 支 持 枠 ２ ５ に 形 成 さ れ 、 溝 部 ２ ５ ３ に よ り 案 内 さ れ る 突 起 ２ ７ ７ が 基 台 ２ ７ に 形 成 さ  
れ て い る 場 合 を 例 示 し た 。 し か し な が ら 、 押 上 部 材 ２ ８ に よ る 付 勢 方 向 に 沿 っ て 延 設 さ れ  
た 溝 部 ２ ５ ３ が 基 台 ２ ７ に 形 成 さ れ 、 溝 部 ２ ５ ３ に よ り 案 内 さ れ る 突 起 ２ ７ ７ が 支 持 枠 ２  
５ に 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 上 記 の 実 施 の 形 態 で は 、 溝 部 ２ ５ ３ に よ り 案 内 さ れ る 突 起 ２ ７ ７ の 数 が 一 対 で あ  
る 場 合 を 例 示 し た 。 し か し な が ら 突 起 ２ ７ ７ の 数 は 、 １ 個 以 上 の い ず れ の 個 数 で あ っ て も  
よ い 。 ま た 押 上 部 材 ２ ８ に よ る 付 勢 方 向 に 沿 っ て 延 設 さ れ た 溝 部 ２ ５ ３ の 数 も 同 様 に 一 対  
で は な く 、 突 起 ２ ７ ７ と 同 数 の １ 個 以 上 の い ず れ の 個 数 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 枠 本 体 ２ ５ １ の 形 状 に 合 わ せ て 、 ４ つ の 角 部 に そ れ ぞ れ １ つ ず つ  
合 計 ４ つ 設 け た も の を 例 示 し た 。 し か し な が ら 、 押 上 部 材 の 個 数 は 各 角 部 １ つ に 限 ら ず 、  
ひ と つ の 角 部 に 複 数 の 押 上 部 材 を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 フ ッ ク 部 ２ ６ が 上 部 ケ ー ス 部 ２ １ Ａ に 備 わ る 被 係 止 部 を 係  
止 す る 場 合 を 例 示 し た 。 し か し な が ら 、 フ ッ ク 部 は 、 支 持 枠 を 係 止 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 そ の 他 、 実 施 の 形 態 に 対 し て 当 業 者 が 思 い つ く 各 種 変 形 を 施 し て 得 ら れ る 形 態 や 、 本 発  
明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 実 施 の 形 態 に お け る 構 成 要 素 及 び 機 能 を 任 意 に 組 み 合 わ せ る  
こ と で 実 現 さ れ る 形 態 も 本 発 明 に 含 ま れ る 。
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【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 本 発 明 は 、 髭 を 剃 毛 す る い わ ゆ る 電 気 シ ェ ー バ ー な ど 、 人 を 含 む 動 物 の 体 毛 を 剃 毛 す る  
こ と が で き る 電 気 か み そ り に 適 用 で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
１ ０   本 体 部
１ １   グ リ ッ プ
１ ２   電 源 ス イ ッ チ
２ ０   ヘ ッ ド 部
２ １   ケ ー ス 部
２ １ Ａ   上 部 ケ ー ス 部
２ １ Ｂ   下 部 ケ ー ス 部
２ ５   支 持 枠
２ ６   フ ッ ク 部
２ ７   基 台
２ ８   押 上 部 材
３ ０   刃 ブ ロ ッ ク
３ １   ス リ ッ ト 刃 ブ ロ ッ ク
３ ２   メ ッ シ ュ 刃 ブ ロ ッ ク
４ ０   刃 フ ロ ー ト 部
４ ２ 、 ５ ２   弾 性 体
５ ０   ヘ ッ ド 支 持 部
５ １   ヘ ッ ド フ ロ ー ト 部
６ ０   伝 達 機 構
６ １   伝 達 部 材
６ ２ 、 ６ ３ 、 ６ ４   連 結 部 材
２ １ １   ボ タ ン
２ ５ １   枠 本 体
２ ５ ２   端 面
２ ５ ３   溝 部
２ ５ ５   突 出 部
２ ５ ６   枠 状 部
２ ５ ７   補 強 部
２ ５ ８   被 係 止 部
２ ５ ８ ａ   フ ッ ク
２ ５ ９   開 口 部
２ ６ １   爪 部
２ ７ １   開 口
２ ７ ４   ガ イ ド 凸 部
２ ７ ５   切 欠
２ ７ ６   面
２ ７ ７   突 起
３ １ １   ス リ ッ ト 刃
３ １ ２   内 刃
３ １ ３   ス リ ッ ト
３ ２ １   メ ッ シ ュ 刃
３ ２ ２   内 刃



10

20

30

40

50

JP 2022-155347 A 2022.10.13(12)

【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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